
殺すR71fテyシぞノレ論ヒ巳ょを移行の最近川目関

犬別建久(名古屋久孝け院-多ヌ乙数J!.) 

yき. あれは碑か、筆走力でまだ、久寺院生の頑だったじ思う。℃ある夏の一目、

先輩の永塚下愛犬乱らと宇野茂男先生屯を言方問し、いろんな患い広言毛色イ司った亭

がある。 更れら lはまみな、 委女掌の石研汗先戸危右℃して馬芭むlけ7を訟訟し以前のj身守 lにこ℃フて lぽま犬Uい、

に吟らレ以く、フ有荷溢て、淫面b台

卑く具見Aセ也とるようにせ力ボマまれて、ふ古屋馬又のフホームで、菜ち令ぃ、列車M寺車中i乞

計算を説明してイ専，~してもらった話 ló，痛快だった。 とれは7有為な秋月・す聖子の

オ;成文理に主つわる話なのだが‘その時どちらが列車iこ乗って才ネ討す守だったか

はうかつにも 11意えていない。いずれにせよ、守野先生が、「乙れl志向さんから直

I~聞い T亡んだ」ヒ断って、向先生め言葉を紹介されfこのはその時のことである。

それは「企宇宙が台夕日中l心にずらっ乙一列|之整列したような棒じがした」と

いう布友ないで¥肉先生崎 f 論文の初、を得T之瞬間の劇紅、あるとのこと

だゥ代。

肉先生の発見のl心理的側面については、それまで、にブ百危な「怠宵十話」等を

説みカ1じってある手彰数ロってい川〈、 この時聞い穴「全宇宙ヵマ整列する」とい

う一節は特に l~酬の恥いが、感じられた。

あの臼勺、ら約 30与が過ぎた。その問、問先生に何とか一?で、ち近づ、きたい

と沼って努力し氏つ色りだが、ヲ失念なことに箸煮をず1(;'t:..して整列してくれる

ようばイ憂しい守宙 l亡!な出会えなかったようで、ある。(互いに気A寸かずにすれ達っ

R可能栓lまないと l札、えないが。〉えれiれれ¥く、その犬発見め瞬間に問先」

生め眼l亡欧じたものはイ可て、あったかと、あれこれ想像をめぐらせるのは今て\~
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このt合言兎め目的は、ゑ題のすお貿の内容にう守ヲて肉・カノレタンラ空論断笈習し、

完の延長線上に箸活のイ土亭ヒ投案ポアンジ吋 Jレ論の最近m動向別立置づ¥lJ否と

とである。 とれらの詰結果が岡の第一論文すなわち「上金移行の原理j(後で1

説明する〉乏守 lじとして整列した多色しているとすれば、それは岡理論のyりて1

あり、そうで、ないとすれば、セれほ筆渚の力不足による色めであろう o

.s 1 .割算問題℃加問題

関潔(以下敬称時〉が第一論文(1q3b)の案定、乞噴いて第七輪丈(f9 $"0 )で、完

成セ辻た5盛和手、その一部をl河川手独主に得ていたカノレタン(H. Cavrt此 110十〉

にもちなんて\l司・ jJノレタン理論ヒ呼ばれる。カ Jレタン l <r.q~(~ 、 これ乞角事例iL

持層のコホもロジ一環命として一般ιした? その血l~ -c、、ある岡 .:JJ ノレアシ理論は

多変数の正則関数の某科ヤ佐賀を解明したもので、お判l之(ま苓時問題と判長問

題t解いている e それ封鎖する苛に、ひはずとれらの隅ーの背景1~ 1f1虫れてお

きたいq

割算問題が本格的に才わわれ去したの l主

配知連主方程式から未知数めイ回数を減

らす手続き(消去法)1こ関連レてであフた

ようだ。 日不にコぺJレニクスの長也動言えが、

はじめて紹介され代の l'l1ワワ4年(キオζ

友永「久地巧求用法 J )のことだっ代更

うだが¥ とめ唄ペズ、一(E. B~zou，t ノ

1730-8'3) 1手紙拭を託児し、コ才イ7ー

(L. Euleγ f707-83)が示日交した方法

をおむけ尺Ccf. [8-1)1J) [E] )。その

結果次の問題が凡された。

ミ主席 ' 息子人Z長、耳d 百マ争
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i) 1'1，交委矢の多項式1-1)ム)
fηl.. )イえが、与えられ穴とき、苓式

よいれ
Q
グ

明

2
川

p

ー
をみたサタ頑式あ ) J 71.れやで

格証するための条件を末めよ。

ii) 売の条イれでみ択されるとき、

~1 ) / ~7'Yレ l 字 11) ... -' 117りえ

からで、のような手続きで決えされるか。

(1訂正ペズーの才程式工也呼ばれて

いるく cf.[ら c-γ-Y J )。

ちなみに、ぺズーは少年R寺イ~lこ言克んだ

オイラーの若害のあ零t凌げて委突き岩

になったのだ更うだ。ペズーが害、ハk

コギるすき言子だったらしく、 T.ジェファーヅニ/

(VSA妻、法の起草で有名〉ヵマ、ノ守 1)

から犬学入学前の急手苑にその一冊を

えったことな℃が失ロられている。
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大獣き岩下ペノレ (N.H.Ab~

18'0ユ-29) ~、つ才イラ -df容を

す急く受けている。ペペ数参列ザ舎の潔来

ヒるいわれるアーペJレのえ坦 (1821) 

l d. ，一つめ平面イミ数曲線乙自力変数っさ

のイえ数紙紛失m丸道、の返事昔、であって

オイラーの解析鮪~[EJ の精神成、

漢に愛小継v、て、いるように思われ右。

支埋め内港幻庇代)乱i之(あるいは科研

債の周先課題風l之)言えlず、「周期イザ1

-t用V¥1三線的系の特イ蜘寸lj.-J'(.て、ち

なるばろうが、平氏く 15えli'とれによっ

てアーペ Jレl~~執曲線上て栓と勲、を

ιえて関数刻午る問題胡私、たのである。

し代がって、ペち手雄知 U又末完~!:fにも

Jもをダ浅す7-べ、Jレの眼力t、次め問題屯乙

らえ℃いr"(， 'L--してもイ恥つ不思お 7ゃ

だろう。

問. 仇求え子長案委苦う空間 (p11.内のイミ

敬的関辛子分集令Xょの関数fがコ欠もみ

択す乙する:

Xのふ点、のまわりで、fLd:1p九の局

所定標lこ r~ する正則関数の比..L'&. レ

て事ける。(つまり J\ま X.J:-の~

擢浬!関数元、ある。〉
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4 n D の追到ミ

今 AMのえz里 (18":2-9 ) 

(零点、工極を与えて閑款をA'F.~ ) 

局所予宣言命(平面領土或で‘〉

零点を与えて、、、 . Wei erstra.s s 

校(主宇都)主与えて…:MLtt~-le恨ιγ

W+ドt=タキ前問え王呈
(松源問題の局tt月号)
5S 

Cωi凡め烏豆今Cそ止の補献立。，
J:-'主移行原援

1 Domaines convexes pむ rapportaux fonctions rationnelles. 

Posons 

伊((x)，YII) =G((x)， Yv) [Q((.x))YII-P((X))]. 

Pour la fonction伊 ainsiacquise， il est 

immediatement verifi.e qu'elle est 

holomorphe dans D'， et de plus que 

伊[(.x)， RII((.x))] f((.x)) ， 

pour tou t poin t sur S， dans D'. (1) 

(1) Je dois l'idee a M. H. Cartan pour ce mode 

d'application du theo時mede M. .Cousin. Voir : 

Sur les fonctions de deux variables complexes. 

Bull. Sci. Ma吐1. 1930. 

(応yoshiOka ， 1 q 3 6 ) 



とqとさ TIまP丸め同決定棟l丈関す奇

多1責ヨためF仁jとして害 l1奇力、。(つまり

f lti)甘沼関数ヒして Pη上に才JT..1長で、

さるか。〉

よく矢口られているように、 との問

題I~l司-カノレタンのイ土事屯へてゼーノレ

(J-P. Se，rre件えb-)O)論文[FAcJ

て、lまじめて解決された (/9，，5)。

S 2. 肉・力ノレアン理論

ペズーの方程式取アーベツレの史霊

力、仏関 カJレタン擢訴訟への道包たざフ

てみると、まず自につくのは平面領

域におけるワイア三/ヱトラス(K. 

山巴rstrassJ 8iS -97 )の1博史E豆

、ニ、 ミvタ7・レアラー〈今.JV1 L古~-

Le仰ler-} 846 -/9:2ケ〉のさ存分分善文

分解知里であるのこれらち関数割宇

ゐ問題を解ν、ているカマ、一旦lま建点、

の勿キ乙極の分布切収 l亡考える乙

とにより、問題包幾分簡称じし7...，v、
ゐ。まずこれらの結寒色多変数へと

ー泉街じしようというのが‘クサ、'Y(只

Coustル lお3-1133)の問題であり、

/仙巴乏(j829)¥ RI'e~Cl.Yl凡
↓ tt吋 L品 cA品1 Hod~e.) Kodcti.ro.. 

¥. We.-1.i.) "ム問s&n.ha.nSeslwl:rL

( fVI~枕èu!-Le仔'P.eγ
ん叩l( υ う CoμstrL→Oka:Ca.rta.九

\We~吋ra.s.s∞h叫仰なc
Shectνes) ~ 

Coωi九の問題

不金(主要告f)または宋点、甘えて

問教がイ午れるが

数何 イぺ委え

/

段〆、執¥私
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乙乙を一つめ突石j支ロとしてヱド符的な多

変数F継局命が東関する乙とにな勺 TミQ

i司・ウ Jレタ yのえ援の俊習玄始めよ

う。俄祈持続Jlてよフて生ずる関数の多

イ蹴包解消する同、 ICC;九ょの令貴司J

09を考え、モとを戸ζ義域J'Gする正則関

数の集合Cω)1:'おいて以下の問題

を弔えゐ。

割算問建 f1).. -) fm)イしを

のω〉の九とする白。&めすべ、てめ点、P

に対し、 p の近(努 U 乙~~・・・ 3::ε

()(u)が存在して

弘二芸 gYfi

ヵマ Uょで威Jり立つなら li¥， 0(1))め

丸 d-1) ...} ~加でぺだーのす殺￡

必=され五

をみ「之すちのがXち荘するか e

とめ港支がすべ、ての f1)・...)}'>>1..) 

4しに対日常史的なとき‘

もよで事時問題が解明」

とやう乙~l之すゐ o
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え義 。@~沙 C九カマ([1L..t..の領域

:伶イ)つ亡は局内?向相(1:.e..¥7PE o 
ヨゅCJ..U3P s、t、マてI u- ~vと時(ω)

え)COは速結

(0.8)1 )川(ふJ 九)/cc九 ，-;:対し

(必イノ叫)三(ふJ匁)

:。ヨ2:~1 -→8之

ミト~éJA
守 C礼

エt. (!J(i}j)こ [fO(;I 正 ε O(~J. )j

心=グ(JC~l.) ) 

え義 Cs-)τ)が、正史'1今夏域

:や今 (~化〉ご三 (ø~ 党ノ ) tt~(ど

(δjτ1) 三~(it) 1L)

定王監 (Hcv匂4 イQo6) 

c9 ~c~\[0 }ζ二c札力、つ仇之之

=テ()(@) =τftJ(CC勺

(J '1レトークス (F、ト!αrto~s 187-十対〉

の持統お里)



イヲ'J. ([，2¥{oJょで、は割算問題は解けない q 突棟、五=.~f ノ i.=~え/ ~=1 

(::9:すしてはペズーの方程式!ま月号所解 ~Y をるつが、久域得 3;. を込たない。

拘長問題 (t九ょの領域。@の関併が集合Aヵぜ給制夕、つ主り樹、pEAIミ

対し、 pのまわって、 Aが、プ宮下関固め正則P嘉数の呉通寒点、集令℃して客tjるとす

る。 とのとき、 A上の関接~j ヵマ A のむの点fにおいてもofj.におけるfのあ

る樹勢ょの政欄数へと初長で、さゐならば、 11時上へも正買い制長で、きるか。

A)付のとう方によ Gずlてこの溶えがいつも肯史的な℃き、らbょて、制鯛

題ヵミ解ける~ L. ¥t、う q

例 ([:2\{o} ょで 1';):拡張問題!立解 11 ない。(ハノレトークスめ接続支~~!.による〉

商‘カノレタ Y の支援は にすぺての正則領域ょで宰IJ算問題℃松張問題lま可解」

工いう也のであも。 乙の主張η逆については、 「拡張問題ヵマ解ける領域l立正則

績域I~r艮る..J Iな正しい o 割算問題についえ!な同様の幻長」まイ為である。

肉カノレグユ/のわ里

正則領域ょで割算問題乙
拡張問建都、解l戸(逆も莫〉

介
上主移行の凍室

S 3. 上主移行の万宗主里

ょを移行の原理乙l立、一般殺域ょの問題をより〉欠元め書るい洋条もな好らの領域ょ

の問題[~/号若さ也べ鱗乙うという、肉の第一論文の菊想、ちいう。

-29-



若返、枚数の未知数を令む方程式を解 よ主移行

こうという℃さ、オイラ戸の才是家のよう

にまず永知数の教を来事ら〉乞うと考えい、

ら、問題椅〉奴バじしてあ之タド矢口数械

やすというのは不台然に思えるかもしれ

ない。 しかし問題時都イむの観点、からは

乙れ!な自然な発想、で、あり、タノレタリア〈

N、 Tctt'ta~.t弘氏 l b'oo?- S"7) の 3次方程式

O)~~~去るこれと通じ、る祈がある。

とれによって多宣言イキ領域ょのクザyの

問題と泊以問題が簡単に解けてしまっ択。

綾 l之な勺 T之のは正買叩象州、ラ 72]か

らのキ巧長史援で、あり(近似央捜l立売め系〉、

第一を命さにで l~ これとカロ法的クザ、ン分婦の

可解{生ボ二重跡内法改正日月されて V¥ゐ。

環七献が事かれは目的i立、乙の拡限

定志望を日'1領域内州主建、の角判的害防集

令力、 4の乞のへとー舟生イじするととであ勺

t';. (cf~ [口〉。 れでは不定歩義イデア

ル工(2;)1J~\ 導λセれ、その疋5P付制生噴で、

ある連特:11台L定歩皇lて基いて一般的な終罪文

~W-1J\\;F ~れ択のだ礼。討にこの備

でめる第/¥ま命文て、l立正規化支援が苛ミミオし

ている q 気七論文のスケーノレlま突に雄大

であり、ペ'!.--)レの[問CJ杖どは実質的に

-30-
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lt乙れlミ令まれて Lまう五言ゥてる遺言トJ紛拡張問題:三二 l亡特異点、を許ず

ではない位だが、それぞも問的意守め会 ム

以午(;.~\宮崎一言紋例代-;> t~ 9 和、今不支土或iイア戸レの察

にい時、!こ反勺ぴ腕の校数関輪工位):=出{州《似刈臼=サ
017哩n.

刊とめると、 r 勺的整然、とした風景が児 ~ U L'5"1 c:"' 
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~ 4-. l!理論への道

「ゑ宵十話」に l~ 笥ー論文についてとん

なあ誌があゐ.

fコ〔れまでも、また売れ以後る接見の専

がlまイ可rt1J¥あったが、 こんなに大井掛なの

は初めてだっ代。釆ムはこの翌年から「多変

数解祈品数論」じいう標題で、ニ年l之ー勺ぐ、

らいの客IJ令で論文色発表すると L になるが、

第五洛担の言命久までは乙めとさ孔え択もの

を九にして事V¥t-::.もmで、ある。))

号タ皆匂ぜこオしも説んだ、めは高校生(7)B奇て、、わ

り r一回のひらめさで、五本的言命文が、事1す

るとは .1.J 0単純に苓l心した也めだっ「こ o

しかし牧l之多核文時総れ亭欠するように

なフてから、えの「一自のひ 4めさ」のす

ごさは突はそれぜとろで、lまTぎく、「第五巻

目的論文まで」というのはむしろ控え目な

ゑ戎なの 7ざと崎つれ。なぜならとれが、考こ

の前η文章に虫て永氏「どこをどう〉やれば、

よいかがすっかりわかった」範囲リ旨すこ

とが、)司王室論妹ロ否ととにより納得て1きた

からで、ある。事ヲ祭、第七、境J¥.]衛文lま上lミ

~ベ17こよう l亡第一論文の延長で、あり、第六、

策大論大iまやや飽きが票fよるとはいえ、そ

ど

の中核をすすす )司の lまり令也突提lOkct!s
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闘う宗公員
宇野放J男先生遺言永ー

私小選〉えめムヒ l司数干支えt が、し小野 l正，*-~.ぇ

校章品数九えのわすヴ料尚，::.し吃く何事?い夕、んヒ

茨切川町Fわ木内ヰ良町議~7市内三十与仇特呆同

十支もの主なる秀作それぞいこ雪さ問必IT透Jr"しわを、、

まネヒ押収ヤマ守 l~ ぺ位生の人考巻与?イ役受ヲ今?じdキ維住?れ屯

f章主丸 l~ 我我t 也がf 乏えR同るは需一町イ?なう']7ヒ事5~ 也、，~述べ‘ë. 'r~ 't:. 11

抗匂肋称月久人のイまへ日古川ありln告知直に閣をえL

阿久人の感，ト走、」言「第一切作成ワしもさえ土もの戒を長十E

--1'j (~整ひ主立がも舎建主を今ロイ永八て思ひ虫つ‘冶一言'~ë.的 '11

主判キ言令提の当主主込りれば，~台、なふわずも送1)"

守宮什久itをあるまま(;:い身につ ljて感どl..l怠自然司法宅

挙久争 l~ '*めん℃する l司犬人司い凶気代ふい主主勺

李完く域I 等m しもぺなり科人凶以後列世t乙一言ひヲぎ‘~f也、む

i笥の心主

及尋に

tt.~子 t草色然主持手する告のヒ
九勾偽古川忠ぽるい、な



トleftu.ngssotz)フはよき移行の原理なし

には到達できない命題fぞか吟である。つ

利岡錦絵イ称、畑れる第一論文を

中I~L して整列していゐ乙右づてよい 9

これはー求して誇張な芯、ではない。早vd舎

が‘矢文孝煮のうちで、コ小レニクスめ

地動説が単に五勺の惑星の運行主説明す

る為!こだIj生まれ穴ヒ考える売が、ーイネイ奇

人いるだろうれ

Xころで、気八論文の冒頭で¥)司l立 f第

一論文以来的主要な問題l立、フザ、シ的問

題、展開の問題、およZ泊 )1、生品鳴て、あ

るJ 工延べ、ている q この三つめ問題は、

i司ボペンケ・~-レン(H. Behnke 1 'B9~ 

-??J R Thdte7L fq07-q2〉の総、令殺

告[B-TJ~緒言たして還が去し代もので、

更の解決が、j司固め風景色一変させる位の

犬問題であっ T之。券論で"7百危なクネーすこ

(JvJ. K11-eser '9 Q8'-)ヵマ弟¥J¥);頁、父クネー

ザー (H.I(旬む己rI抑g--73)に、 f 多護学え

関紛れ菅芋な問題は岡ヵマ会幹解u てし

.>よ.

手つためて、治問'Jl坊lJのことをJ押しア之

定倍乞れ托℃ ψ う話るある o しかし安?怒

には、ヲ鳴っR問題の守 l之lまハわレク河シ枝

の境界券重力のよう l亡、重零で、あるにもか

Q
d
 

Q
U
 

仁opernicus，Nicholas (1今 日 目 1S4-.3 ) 

De revolutionibus (天王ポの回章云lわい，)より

S. Bergnta:九 18'9ケ一円rrrr



かわらず、道累ヵマ不足してい代為ld佳る歯がiL r~なか勺た問題が令まれていた。

ぺJレグマシ絞め新免を岡紛失して車互会見していなかゥ代ことは、岡ヵマデ庁職しマ U¥

T之本の令台に見られる客引込みから必問白であ乃う。

多奈良:5r".き犬寺図害館蔵t-"1司支1尋」与り
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℃るあれ、 ィ95"0年墳から7/マテシシ/ヤノレ

言命に根差した宣支射第の方法を本格的 I~

多複数関数拾に持ち込もうじいう気遣が、

静まり その結果ペノレゲマシ核d見野l之

Mr~研発iも動き始めた( c千. rG-Sコ)。

モリー(C.川orre'yI Cfoケ-84)がど評

価ヨえを用いTコンノマクトな実解不何?多ネネ

イヰを TR九 lミ矧祈句lこ理的込ん尚を皮

切り l亡、コーン (J.IぐohnIq32-)1)で

按擬凸領威上で己3前面式訪程金、ついて"

ヘノレマ~/夕、、一 (L. Hormωderlq31-) 

¥¥輔掛

岬 師 酔

A.Aγld.redttt 

ヒアンドレオγチ・ヴ':t.1i'~ティーニ (A. ど割算え莞里

An仇ott~ 1924-80ノ E.凶se九ti九乙 /Cj2.刊 %ω1/(みd必ず?7Z) S之さcτ
ノヂEPSf-j (0.)ノ十(丸、Hノヰ)εcωt

が互いに独立に問キ惣多様体ょの ajケ程 3ミ何処(r-f.， 匁))-A >ι 
む --j:輸を惑われ(1965')。その結 今 Vf E d(lユ〉川、収lγす弘ぐ門

ヨ孔;::(-h1)、";-hf)εV(♀ )P s、亡

果、)笥ヵマ解¥;¥r~三つ内問題!ミ対して突量 £ ず寸
f=ソMωwt

令?なアフ。ローチヵマ可能になっ t-:..9 イラリえlポ

ヘノレマ Yダー[旧¥d:3蛾恕l領域上のぺJレ

ク可燃の糊物色決定している併、

これはレピ問題(上言{..0~)ll生め問題〉の

一つめ支量的な解て、ある 9

とれを受11て岡町第七論えを為履をぜ

たのがスコダ (H、Skod乱 19Lf.S-)て、あ

る。スコタWLZ事咋文理志赤したが、

「「
U

nべ
U

ムI{J2IJJ九『似元j崎汽私
♂ 、ムム

ド〈

笥ωblレ (2003)♀(C~九=今3C>ο
s，t、V1ePSH(.Q)， TljEOρ) s、亡、

ムIf(~)/2 e..-t(J(i!)}2(2九ゆく匂

ヨ 3 ミ (~1) いうふ) E o(n)"'- S， t. 

作)=会始以

Llp 伊/.8門λ~C叫』b王川た悶伊例門戸陶問叫印引(~I~除忍

氏κし子ιlはま付J疑凸‘PSHは多重あ調和を表す。



とれlt;，恥結果であり、ぺズーの方程式 Hoeomor.同kvector bund.ees 
玄逸して可練場論やイペ数挙資i可にた用され

代(c千'.CSkJ) [B-SJ) [BwJ) [S-2. ] )。

20035干の等危め言命文l宮、スコ夕、'(7)史認を

時l~特~~tt ;Þ.号令にやや改設し fこるので

ある。 これ色イ卒にはめ{どしいた、用もなく、

耳刈上げるほど、約三事はない市交¥ その言正明

方法iて多少面白い点、が、あるかと思うので

ルL下にその要点、も言乙す。

M ld-. (ノぞうコンノぞクトかっ連絡な)枝

索多椛イ卒、 εとQI立阿ょの正則べ、クト Jレ

来ぜあり、全射来事象 (3:E→Q ヵマ

↓↓↓ 品川
χ 

与えられていゐじする。 とのヒりヌ対来 E →M 
Eて Q* の射影イ~ P(E*)) P(Q勺のよの

直元来来 L(E))L(Q.) 'e.、戸によって誘導

さ れ ゐ 鞠 s*: PC的→川町、

および樗準的な向型〆L(E)こと L(Q)

が存:在する g これによ勺て制限手向型

HO(PCE:*)) L(E)) ~ Hや(ぴ)〉し(Q))

がセ主ずゐが、 Pは βによって言秀導された

手間型

E =M4民
E氷=UE:
P(E*) = Eヘ0・u伽/ぴ

=ぷ[.f'(O) 11 e El、ωj

L(E)コらケ'(0)←Lω)
↓↓ g 

P(S勺31，・'cの=与

P*Eー今巨

↓今↓“リotlutt

と|司ーネ見でさゐ。牧ゥて《の像を精華文 T(e勺4争M

HO
( fv1) E)β/(~ HO(Mノ，0.)

円

h
uqο 



付ける問題(一般害時問題 )1芯、 Pのイ象

り締約寸けるf&穂(制限肉長問題)と向

等で1ある。 このと之 l志問題を佳正則断面

1亡限づてる同じが力、ら、一つめ己拡張定

王室の系 L して己害侍史援が得られるとと

になる。

35 ♂関長文擢(または日上空移行〉

EムQ

妙

P(E*) ~ P(Q*) 

U 

H
O
( P(E':l.， L(E>)→HO(P(G;tJ.， Lω) 

A品 l.i:tI.札

51 

r拡張問題主筆翁は長年 lて亘づて石苛克 HO(M.， E) 主主令 HO(M.， Q)

して来たが、景近i立とれ屯決めようにえ

命じして考えている。

勺卒寿懇素っさの穆蒙多ネ単体 (fv1/dV)) 

..... I 乙etファイノマ一言ャ量っさのMょの正要uぺクトレ
/ H:acxma〆ぬ先

末(E)み)、および川内の閉解析的訴分
，戸 E→M: Q.. hlJ/o. Jh ""必

集令Sヵザ九られれ℃する D とのとき Sょ ん:Q. -!;i>er I1Ie診也 ofE

の(れれノトさい)剥援がはつけて 焔:ぬω01&ωt~d&tJ/M

(仇 (dVr~ c0) I之関して味可積分な dV: A vo&.e角rmonM

E@ KJv1lsのすべ、ての正則し楠ヵマ(伽(clげ1 ど~ Q. (;~e- "，e:IJた of府J
.1 S C M ; Q cltJseJ. C)( a"J. .sei 

dv) [之関してえ来可積令な E③κ門的正買1]

断面として判長でさるようにせよ。汐 どQJ(ゐuiα亀戸川ie処

日トTtJ A (n飢"trt'VI，，'a..R.) cムs

こ岬ミ対する一つめ実与をおヲレたの of l1IeflSure& 1>>1. S fot'以抗

力マ叫孔Oでふる L2. hoiDIJtOl凶:c.sec:tloltS 61 
E~ ~ ovsr S QFe eJeらゆる&
totlaω Dn M. 

ワー
円
べ
U



乙の支援における利茂ci;uノ関数?ノ

および、文教Cが、j主体的なれで、与えられ

る予気令が、面色いわけ花、が、いわゆも犬

うた竹月字め支援lc):.ア同病疑凸領土我 l~1寸し

てそれ屯えすな勺ているくcf.[Q-TJ)。

者タれでこの文理の吉正日月をめざし氏互理由

l立、べVレグ、マン不支の党界浮動を〉ステ乙に関

する帰納法で去してみ穴かっ代かもて、、

ある。科研費の研先課題工し e¥立、

「ペ Jレク河ンキ支の涜寿浮動への

上空移行的ア ]0ローチ」

Xでるいっ了亡℃ころ小。後て、気付 ¥/¥1ミ

め代、カマ、閣の第一言命文における展開支援

ld-， (L2.上空移行 yによる r己展開え

認Y へと精~イじされる (~003) ラド在家)。

例議曇のノぞラメータ依存|生へのお、府

る3ある(下註み照〉。

×GE〉九 )ID九¥×は正男IJ領域
~ 

芝ご(ミlノ、、、ノ:8Y¥) = (~~ ~l'\) 

X~I == {亙れ I (~}J ~h)εxJ c CC 

え玉里 x。キ Dで、あり、かっ

X。の対委文落二重ヵマ、 Oて、怒ければ1

必ずεげ1)X~}の対嫡=せ)==0

?

J

ω
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犬ミた・ Jrt月要の交差 (19~7 ) 

lra case. 
付=a. bt1d Tsd-convex d01ll cfLn 

E=~ (-:= MxC) 
s= t弘::oJI1M
rJ V::: tL¥t.，. at1 o( 

h::I， 
。MefllfAJ pu1; 
cp=o 
C = I ワ之0π-d必，.(~l o.ncl 

中=d~・l~=ø}IS 

no 
nベ
U



Cl，本待問題をさらに掘り下 '1帆やさ勺か

11を与えてくれたのはサYア (J<. Seip 

什6?ー)01:1:.，亭 (cf.[Spーら 2)S・wユ〉

であっ代。ザイプヵマ解いたのはCょの

Bar~rnann -Fock空間ヒ DょのBergman

玄関l之対するネ補間九世主で、わったが、 とれ

屯多交数ぐ~る lミ!なぜうすオしli、よいかと

考えるうち、ーと言乙の支均t.;lミ穴ピ、り肴v¥

fミ(/993)。作事患をこのネ見点、て、2足えるこ

いより炊 恨 の 加 謙 介 か微ゐω

すると之ができ、応用としてぺJレグマ Y Mご C句

和新レ訓同時t;tt-f:: (cf. [0- ε=~ 

1) 2) 3J)0 [0-3 ]の主結来Ictf妹多 S==A:J吋0)(キfJ.)wi執

ネ勲本ょのL掬長支援(Thm3、後出〉な Aε Ø(~) 録、(拘)-'lo)nS必

の穴、が、対象を川==(.1'1.などにP映して nowhere rJe拘Sも inS" 0拘e，Aas
iさべ、ちと Thm1のよう l之なる。 くrrh肌 01hTt1i.
の文脈付 dμ =1c1.d r2~S.) sの L吋ち>0，ωァRe苔j司、、
新民i室内 i込み工令ク州ωlの特 科則的+。司匂(μ1¥1斗

d〓==Lu)t-1IS、首飢
に友自失されるので、主とでは |ω¥-2.(な a ヤぢ

ヨc=Cd >0幼‘ V'fEpSH(([;") 
a~~~0. ~d 呼ω(S)s.t. flゐfLqkω

ョ~eの(<C'勺 s..t‘ち
到S:::デ釧，(

uv-v仰4吋ω1~"'7fI~s

ハ
同

υ
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しかし Th川における S州 知 、 7ltm!l(a. sfJE仰 4ωse， t:tf挽

れ司場令、 d.6 の雰れイ鍬l之ょっ 旬ew.今向VISeJ. ♂~奇跡机-I:IteGr9t) 

て l珂積分条イ午から fのそこでのや、 Let 'P， d anJ.ψs 'e 4S州7/1"，1.

の位数l北条イ午がついてくも。 これは 冷却MelItoreDver制。-

いや lてる初段理としては不格安きて¥ 11~と3 制 d s'εc..t. 

気ーとのままずは岡 カノレアンめ穴埋 7五九 V抑制 U90ad恥 倒的
d絡イむにさえなっていな山更とで、 so:J;;sry"tta tflv-E 01 3 ct刷 vヨ0

"-'&払 vccu-αnJ..ヨc=c曾d;V
裳下肢をにおけゐ浮動氏、げを条件にしたミ-1;，

己手糊堤附たいと思ゥマ士hm.3 呼G({)ωdJP段門f除却
をさらに拡放した(士ムm4.1麦公 )0 ~ A_  -S¥V 

その特汚作会易令ポThmえて、、あゐ。
。ョr~ tJ(([;h) s~1;. ヂls=:f aWJ. 

とれて、-77三、lまs(})合奇異点、のまわり

で、の関数の鵜カl之年IJ手?をつけることな

s~çø~y-仔向孟αω[もwd供
<<:，n S¥V 

しに白広限定J.t..fJ付与られたわけだが、 Note. Thm.2 becomes千ttbetf (1fIu-三 Oフ怪

奇01"¥，1賞℃して次元シ乙賃荷関数の方に re附 ν.ed千rom.the ωs比mptlo九・

Cou.nte.reメ乱Wし.Tl，ι: 仇之 2，Aε Q: [~J) 
来i午がついてしまゥ r~ 0 l-fJ、しここ乞 ィ(λB:)=λdA (I~) ) c1.と之 s.t.(oloOf1co) ={o} 

いじもじ来i列があフたりするのでイ土方

カマない。 τttみにヰ)1こP;k1する余イれで落

ヒセとなや仇 lctB月白(右の友イヂ~ ) t2 iJ¥¥ 

多づかど仇討、落Lぜない白

ヨ7.1'1)・・・) 1.ルLεC九 lin..ea.il7.J lれd.ep. s. t. 

vt) V-1t.-1 E ..6-1 
(0) )旬t争...6-7ω)

ヨ叫)... ) 1J.J;九ε(C礼子 S.t.

W'iえ〈吟1.)=0 (1~ 長五 11.-1 )ωn(γ11-):=' 1 

1心11.(九)=0 (1~kα-1) 
Put ψ(三)= (汎-1).eogを111Aj弘，2.十|芝 i之

会=1

The札

らいドeぜ凶-

H陥OW吋ev将er/Ql'1y e臥大均t民忌加附;川Omn i以混 d 比叫仏占ιも wi士此九

5e¥f.-¥仏l2dλ〈 ∞ wou.ゐlsati吟 oベ弘之乏
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Thm3についてだが、 ここで、l手 φLに

関竹約出べ、やために rsにお也 パ~(MIE; -l/ dV) : == rど4t.A-eci.i E w.r:t.向イ
主首 メ，/カら白仰向li!h.乙ムd!e.

つJ関数歪を導入し、司U.'C. (d叱孔) 'Y1 
72-1-'，.J.- "'" L S C M). Ct: M→ ι門0) 抗、

の P新系を歪 ~~Ì'Ã笠さぜて言乙込した。~れ
~ p-f{-伽)==S) r;t/M¥SεC間正午ム物納仇

ヵマ刈叫 3)である。州、スタイン多様 仰泌物，S伶:りぬ S

イ卒で均ると乙ちイ友えする代り!こ今{今り ， A働 似ιφ<.07し Sムρ兄島み ι
胤以od匂悦伽J7i (d竹島パF

を考えたのは、 Thm3の系℃してしえ割算 f る f 
司 1 1 ♂dV 三三 . J f C/jJ- VfE CO吋)zo

文壇を得「ごかったからで、ある g かめ会ぐ杢ぐ-Rチ7 ち

関数蚤 l之さらに条件(-{ -ctdmおSibi勾).， -fム~-仰ぬも :φ 37:0 >0 S.1::. 

tつげる t Thm4料専られる。叫飢えの &l十(1十τ)IdE@o8金之 O

状況Jで、 iまえo~1 ，J 12 lまSめ材、において が oA三三%

イ十-乱a..ct.1句?九山も

占 ムームb'~v-c fv1) A2(u¥えね)竺Aぐqκり
又に対して返その近i芳l之含まれる完全K

業千夏琴曲面で¥X以外では St横断的l亡 T11m 3. S併~泌足了
女わり、 しかも χ における金稼j支がいく 1) 歪pふ S

らでも高いいがイ乍れ奇からである。 り少れ胤ム4初ヂばゲ例歪J

こういう色明の理主宮方程式， r7)~手法マ J) .-ftム畳一円ふら

ニュアノレl之組み込む乙とによフて以下の伽4

議論何能I~ ttつに 手)ヨxffstM¥〆ムル
ωVL :;;ηX"M (Jt拘必Aι ゐ州ιムも S.

rrhm4の証明日付チ(詳細 lま 為ル

[0-けを今照): 簡洋のため x==-~ ヨ工 :A2ぶ国内イノ匂が川φ〉
&lrJ.‘β仰ル円 ¥ 

とする。とのとき 一 ぅ A2.(尺郎防ノ--AQ?J白川 cJv)

f E A2(Sノ印刷Y6な③(dvy;少心 ば工仔)Is~ ♂必仏#七 Vf

l~J"守し、スタイン多府不よめカノレタ刈 仰の.2.001)

司
1
4

A
せ



文志望B(-/，t釘じされたl笥・カノレアンの

史認〉より、同ょの E③同の正員I~断

面 Fが存在して JYlS =f となる。

侭ょの CDOt~週数 κ で κ!cー∞ノ V3) 

=0 かつに1(21毛∞)= 1をみたす

色のをとり、 尺>0 (こ女守して

'1JR = d (k(一金一尺什 )J)

ヒ-j;'、く。 Dを門内の不自女守コシノ¥。クトな

任意の機以買~とし択とき、 f 、 D 、 R

のとり方lこよらない「の近イ努Wと正孝久

Coが持症して、十づか犬さな尺 l之対し

ピー
て l'd:、 Dよめす程式 8u = 1JR 力、つ

はIDnSニ o)の解乙して

11比 llDζ ら11111s¥W

をみkすものがとれるととカて、いえれば1

十分で、ある。 Cf-此カマfのD八め

し立ノルム言何倍っき m松F長代な匂から、

あ引なDとR をオ善治かして不~下良をとれば1

よい。〉

しカ¥し乙れを直接実行しようとす否

ヒ回数l之 I~ごち当 kゐ 9 なぜぜ、7な芯ら「の川ぺ付守

近FイtR→∞の乙さ T沌長のノノルレムウが〈

イ移~p-で('きな Vい、叶句か\らである o そとで、 「の

η
L
 

A
せ

ワヨm生φ馴 rCSWi払#/吋〈mp

ω1I111e ~esi術的 Co.刈告側tJ/7A_J

制多以ーぬω必 ai'fer 
forsolrJO kど調-1.ブ話勧，

ヨtA，.hJ Wコ F仰itltl~:多swJl)
tA.11r1.ヨC> 0 s."6. 

V lfte4S~f'e 中10 cnt. S s..t. 
d)l・=少L 0"' S、v

Vψe PSH (M) s:t.ψIw=O， 
ヨ工 :A'ヤ，邸内句品ωゅI~~ø)
→ A切，E@伶lë働側~JV)

S昔、

I(f)IS==ヂ側d111:仔)/1三Cllf色、w
~o&l 省".tJJ ヂ.



十ろすノトさなスタィ:/~丘~芳 γ をとり、

「のある近傍で、 O 川¥γのある近傍

で11てなる C∞示及関委文 X をとフて、

5方程式 8w二否 (it"LtR )色、し立

言平価つきで¥ し力、乞令m条イ午

S叩IPWCC V 

っさで解<o(ととで長-o..d.missibifゆ

が必零.) このやり方で、 VRを?の

活僚で変形して、ノノレムカマ制御可能

な否問巧式保引乍るととがで、きる。

モとで改めて、てす程式J
C5μ=命

かっ αlDハS 二 Oフの解として

!JμllD < Co /1五 115¥W

(wαν 〉をみたすちのをとク

会=:k (一st-R十 1)f
-

此

A.. 

(uュ UCfJ 
D; V) R) ) 'Lおく。する

と会(ま D¥γ ょで正要げあるから、

予めD'(γをDコ0Vで1

あるようにとっ

ておけば¥その餌祈樹九年が、 fc，D

への日Ijな判長になる。 この手続さは

R→めのヒさ去のノルムが IIfIls¥W 

のえ数待合h えられるように豹す可

De.仇凡tttoル Let!Ppc& $伽dイ豆長s1t-I.

m ls-i・aamお'SiふteorpES 

ヨa拘IXJ.W 3) P wi.t#a Q，陥lJ.er"，e1:r&c g. 

イ)蛋εPSH(W) 飢 4♂/廷εc∞CWJ

.2) WハSぉofplJ.t'e d~men.，sìcm. 句『え

hoQo . ..r>"f!.-i-1 
3) ヨw:W一一一寸分a.:

..-..... ヨム >0 a.nd.. 
ヨa仙J.1/3 P w~封1. VGごW .$.1:. 

i) w/ WnS¥}くお側ry..J問 ofmaよlm.aJ..nuzk 

M.d Çj?~ε:::::~(e鍛十 ε)) ヰ.-勾(Iu.rl~ e〆)
AoJ1ザ渉

『付+1)~ε+{時..1ttt)Ts.' 制
ii) LE ~J E'/e 吻

/" (Ro8(丸ε十九)+叫ア飢 W¥lく

a.nd 
一一一段十1)歪ぉ+伐-n.tき)芯，代

εεメJ"e ω3

< (R'r)aC丸ε+ゐ)+ピ勺ア飢 W

合rQ11 8，巧グE(1ち1). 
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合色である o この都介を担うのが [O-TJ

で義見をれた振れっき守野等式を条旦以ふ

んだしえ史論であゐとと l立、 Thrn3<T)兎

令乙同様であゐ。

tμ4 ーご~l志 r(Thmえの状況では

S~n，~ S )を有限集令に子氏ゥていゐカマ‘ ]0

レフ。リシト芭言たんだ /VJ.PI託は九 (1Q'7?一)

カマ cod~mr と 3 の場令さ同様、であろう

とキ旨摘してくれれ。 このととな苑訳、ちし、

Diedertch-Mo.zzぱ乙ものイヲリと女す比して面

色いと思うので以下l寺乙ヲ。

Die.deri:cJけv1αzzi，f，liの例 (cf.[D-門J)

D= lB3:={~EC31 I~I く 1J

s = [ミεc3t ~?'十 El = Q J (&εIW) 

工おく。 とのとさ zヵマ十介犬さければ』

S ηDょのフ時正則関数fで Dょに

Lえ正則手広?長をるたない也の力匂与X与する。

PふAnのコメント二二〉

.D CC C免. s c cc九

ψc ノ cx‘飢ol...

COc1i.l1'L SL吋s~と 3 な G ば\

VfεA2Cs(¥D) Iこ支寸しヨ子ζA之(D)

s、七‘:fISnD =f . 
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The curvature form of (E，h) is by 

definition the EndE-valued (1，1 )-form eh 

satisfying (aa
h 

+ dha)u e(@h)u 

for any u εco，q(M，E)・

From七heKahler iden七i七ies

。h i [3
h
，人 and .e-=: -i [ a r人 Jr 

we ob七ain七heNakano iden七i七Y

( 1 • 1 ) a..a.h +九a -~dh - ah~ =: [ie(@h)r人 1・

Le七~ be a posi七ive C旬 func七ionon M. 

Then， combining (1.1) with七he identities 

e(均)本 i[e(a7)，λ]

e(内)* -i[e(d7)，AJ， 

we obtain七he 七wis七edNakano iden七1七Y

a e (~ )..&-h + .s.h e (7 ) a -J e (ヤ)oh - ahe(~)，8. 

[ie(~@h -工dE@aa1)r.IL] + 

e(き7)ふh + ae(a7戸+ e (a~ )* oh +ぶe(d'l)・



S 6.枝案ポテンる/ぺJν翰℃の木目関

ハルトークスによって発見され代正買IJ領坊の機凸ノ|生l立、レピ (E.Levi.〆 18r3

-191りをへて肉潔らによって -1-0多&(εlま領域め境界までの史書色〉め多愛

知用利生もしてゑ何駒ヲに同定され代 (1作2ノ S3) S-~)。多重都周キロ関数の根校、

iまノレロ γ(P.しeloY¥;))によづても岡工 l幼虫立lミ導入され代。 Jレロンi立さらに

向レントや Lei!oY¥搾による多重樹犬集会(pJ!urt p o1.ar se:t )綱取提唱し

た(cf、[LJ)。フルメ 3レマ γ(H.B陀 mermαハパノパ26一9b)\~多重劣調和関

等知)1マロン抜からテVリクレ条件をみ托す極値的関敬訪露域し、更の解ヵマ C2

私なら稼:案モシジュ・アン刈-)レラ万緯戎をみたす乙とを来した (cf、 [srJ)。

劣解d交えを工夫すも乙乙 lこよづてデ》リクレ問題を角与を、校三葉ポテンシマ Yレ

論(または多重ポヲ川崎 =f仲Qι川γよW
探V、恨たの!は立ぺ、y ドフ才一ド‘テイラ一 (E.B色ed.fo己rcl)庁?今仰ケト一/'B、A弘y〆4ムor

J9げー〉のイ土事て、ある(cf、 CB-T-ち2] )9複素モンジュ・アン々 ーノレ作用素

似dC)n の定義域をぜとに設定すもかがととて~ l~重写て\特lてその夫議域内の

主将周波l亡対する作用う撃の連続院が要請される。落三手lま有界多重:劣調和P点数 μ

lて対して lddCu)九カミ、正規ボレノレ潔IlJ支lミt6:?&>乙とて、める (cf.CC-L-NJ)。

制麦乙川太lずる楠l之跡、齢、多重棟内ーン関数(=ラコラ汐則

あえ対するテコけレf明、の解〉がいやレト(ししωゆ色r-t1952-)に的狭

義時買成上で導入され(/981) お〉、その構成\~71
)メリ例.1<i!J.m ek } 

l守的一〉をへてド刷工(工-P. 1)e..~-tμ弘 /qkヶー〉によって超民要成と八と

一般イじ三れ衣 (/98-ヶ〉。一般に、多様i牟門ょに?有男子な多重あ調和関数少ウい

あり、それが暗闘争(り九o..us-tiVe..)すなわち集令{ぇEfV1jrp(χ〉くc.jが、

?の上下良未満のすぺてめ Cに対して相対コシハ0クトになるとさ、川(ま超凸

(孔仰をY'c-onν己x)て、あゐという。煮を近、千紅色勇 (B，-YChe.九 J97J-)1ま超日夕

同

hυ
A
4
A
 



均等よめぺyレグマ、ノ会十萱ヵマ先{宥て、める

ことを赤したが、 えの言正日月 l~ L之言平備

によるち方程式論ヒ、ド1マイエらによ

る多重殺豪グ、リーシ関数dヰイ笛屯lふま

えた屯めで、あ壱 (c五[CJ)。

この一方で、 1~9 之年、ドマイエは犬

沢・物腰の定控包用いて多重お調和関

数 l之対方る近似文理を示し氏。そのー

勺めた、用 Lして、し巳乙oハ3数l之関する

議蔭堂(ピーで Siι19Lt-3一〉の文理 CS-1J

の簡単 Tt~~吉正州専られる (cS. [Dm])。

売れに先主ゥて、四則(C&.包乱九19げ一)

は立札桐 (S.-T.冶u1949-)(7)アイテミア

志実行するととにより、コンノ付ト多

郎卒上ずとれに似氏泊以lb[~-A尋てい

た(/990)Q これは後l之キマトリy'(

D、Coctμル 19S-)-)ヒぜJレテν勺チ(s.

LeUìtcJし 19 S-~ 一〉によ勺て精25ィじ芝

れ、鏡花多方面的注目を集めている。

200ヶ年3月g日、三華渇lまクラフフ

( 1<ro..kるw)のJa，sielあれは九犬挙委文

浮科の談話会で講療し、これら包念頭

lミ次め問題を操広しと o
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ムd 与の近4波卑

ぷ4数1fEPS1-1 (12)) -Xoc;::..lユ

刷工0).-七γ41201
fE f!j(I2)今ー

ν(匂111.J.xo)ご斗ψ{-kEA十Icxl<-Aザ(1i:o)=clj

A制時ζ側主同くサ

l戸ε 
(叫IヰA九位J)弘μ.-?l去と与2£7l包d

為 ω伽バ(偽必仰ωμq修炉プ19伐ω之υ〉ヨ毛も'C1γノふC::J.之 S

似怜仰)一タ安か三弘帥仰白ω)云「l政奴ア戸ωナオそ今Ff合云
(~ε“i♀ユノアぐ吾2.(:E) ) 

ων(れ)-;:~))(弘:)53).$ν(い).) SE.♀ 

α句ぬγ(4ふプ/7り
凶>0ιω



C九のコンバクト集令 E に対して、

余件
Gμdゐ?V. a?な泌令e.-aウアマイ

-U /E 三 O かつ S叩(トゐ3'~1) <句 物物ωゐν デ dぬ~印ゐ~

みた亨 C冗ょの多重劣言勝ロ関委時令 門ゐr ， _ ， 波

をみ寸否。んのよ下問的る三:吋明川ζ~ tl.s，叫仰j
とき その上包(=上半達手釘じ〉を (EC (L?t) 
)OE 'tおく。 多沙必wヂ必ι戸偽

会今(/メ/ト十 l本lつ{m-;，向 jf 
問 先!なす必'U}(1五12:十十l九12)/ グ 1 

fよるか使際交で、ぜれだけ fトフ近 /仏仰ぬMタ~)

イ以できるか o

ただし:白ノ.. . :J九lel:ヒノレぺノレト空間

丸:二(おの(<<::")1Je:-rn往仰く∞j

の立失見直交基丞とする。

ちぢみlミデE まシチア"'J7 (工 Sici.ak

}931づ Jrugieifo九to.れ久掌Jも巻教授J

の樹齢ヲ多重労調和関数口約、れ解

析存続iめ問題色発坊として考案ミれた

えう氏、が、キ震案ヵ学系ぜた用されるな

じ最近乙みにえの重要Jt生が婚している。

諸積終11麦、フ、、ウォγ弓('2、l3focki)

円
，

t
A
斗
A



l守はー〉恥l之ぺJレマン〈尺、Bern1αれ何7?一)8い論文も教えて也らヲ及。

そとて~I立上の問ヒイ弘た問題が解かれてい匂めで、とれを説むなむしてとれから

もを免芝、勉践を条たけ、で、さるだけ長い間「一列の夫事也」の末l寺l之達fぎゥていた

ぃモ二思う o

R， Berman. 

l3erJhLCl花 kern.etsωzdweタAted

etlll1ibrluκmι氏以前 of([;九

~oo '1 /r:-eb/う3

pεC
2
(a:勺 s、亡、ヨ ε>0 

~(写)之〈プ吋今l :g Iユ (I~I>>っ

し叩伊E.ZI Pf< C;帆 Cづ
ど:=(判 dd

C

いoJ 1f的~ioj. I~1斗cJ

Prop えεC1J1

Thm. Let凡 be仇 B吋叫んrra1of 

A・(([て e.-~~d).)、Then

長:弘子J3(ZJZ)J 九(~)
crnCC札

謝辞~ 1笥シy'ポザウムで議場、初機会が与えられたことほ著渇にとフて

不当 i之光栄な乙とでし?しすも悦釘買いTて組織委員の方々 にー深く浮き輸しまぢ 9
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